
3T MRIシステムの概要

• システムと基本性能

• 設置場所とレイアウト

• 1.5Tシステムとの比較，相違点
– ハードウェア

– 画像データ

– 安全面



システム

静磁場強度：3T
磁場均一性(40cmDSV)：

 
0.25ppm

傾斜磁場スリューレート：

 
200T/m/s

Coil
・12chﾍｯﾄﾞｺｲﾙ
・CPﾍｯﾄﾞｺｲﾙ
・ﾈｯｸﾏﾄﾘｯｸｽｺｲﾙ
・ｽﾊﾟｲﾝﾏﾄﾘｯｸｽｺｲﾙ
・ﾎﾞﾃﾞｨﾏﾄﾘｯｸｽｱﾚｲｺｲﾙ
・ﾎﾞﾃﾞｨﾏﾄﾘｯｸｽｱﾚｲ拡張ｺｲﾙ
・CP型ﾌﾚｯｸｽｺｲﾙ（大,小）
・ﾙｰﾌﾟﾌﾚｯｸｽｺｲﾙ（大,中,小）
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従来との比較

Eclipse 1.5T TrioTim 3T

600



名古屋大学実地見学風景





非対称



QDヘッドコイル

Eclipse 1.5T TrioTim 3T



12chﾍｯﾄﾞﾏﾄﾘｯｸｽｺｲﾙ



コイルによるSN比較

QD Head coil 12ｃｈ
 

Head Matrix coil

SNR = 39

SNR > 120

SNR = 62



画像データ
・f-MRI用

 
DICOM or Analyze

・形態画像
 

DICOM
※ファイル名が従来とは異なる

フォルダ=>日付.被験者名.ID
ファイル=> 001-00001-000###.dcm

ｼﾘｰｽﾞ Scan No Instance

001-00002-000###.dcm
001-00003-000###.dcm

¥20070717.BAIC.001¥001-00001-000###.dcm

ピリオドとInstanceをはずすように要望中

※SPM2,SPM5では問題ない



3T-MRIの特徴（1.5T比）

S/N比
 

2 倍
 

Boに比例

磁化率効果
 
2 倍

 
Boに比例

化学シフト
 

2 倍
 

Boに比例

T1緩和時間
 
延長

 
Bo1/3に比例

T2緩和時間
 
軽度短縮

T2*緩和時間
 
短縮

SAR 4 倍
 

Bo2に比例

RF磁場（B1）
 
不均一増大

川原雅昭:日本放射線技術学会雑誌,62(7),2006.



安全面
通常操作モード

(NORMAL OPERATION MODE)
患者に生理学的ストレスを引き起こす可能性のある値を一切出力しないMR 
装置の操作モード。

第一次水準管理操作モード

(FIRST LEVEL CONTROLLED OPERATING MODE)
一つ又は複数の出力が患者に医療管理を必要とする生理学的ストレスを引き

 起こす可能性のある値に達するMR 装置の操作モード。

第二次水準管理操作モード

(SECOND LEVEL CONTROLLED MODE)
一つ又は複数の出力が患者に重大なリスク（危険）を与える可能性のある値

 に達し，明確な倫理的承認を必要とするMR 装置の操作モード（すなわち，

 国家規制に従って承認された人体に関する調査研究プロトコル）。

JIS Z 4951：2004
（IEC 60601-2-33：2002）



静磁場
通常操作モード
(NORMAL OPERATION MODE)

2T以下

第一次水準管理操作モード
(FIRST LEVEL CONTROLLED OPERATING MODE)

2Tを超えて4T以下

※静磁場の値は永久的であるという特性から，第一次水
 準管理操作モードに入るために操作者が慎重な操作を
 行う必要はない。

JIS Z 4951：2004
（IEC 60601-2-33：2002）

3Tの場合、
 このモードを使用

1.5Tの場合、
 このモードを使用



傾斜磁場出力およびSARの制限
通常操作モード

(NORMAL OPERATION MODE)
傾斜磁場システムは直接決定した平均PNSしきい値の80%以

 下のレベルで作動しなければならない。

SARは頭部の場合、3.2W/kg 以下でなければならない。

第一次水準管理操作モード

(FIRST LEVEL CONTROLLED OPERATING MODE)
傾斜磁場システムは直接決定した平均PNSしきい値の100% 
以下のレベルで作動しなければならない。

SARは頭部の場合、3.2W/kg 以下でなければならない。

JIS Z 4951：2004
（IEC 60601-2-33：2002）

※末しょう神経の刺激 (PNS)しきい値は，感覚が生じ始めるレベル



MR 装置引渡しにおけるガイドライン
 社団法人

 
日本画像医療システム工業会

容器の準備
化粧をさける



安全で安心な実験が行えるよう

ご協力お願いいたします．
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